
・
参
考
書
誌
研
究
・
第
三
二
号
（
一
九
八
六
．
」
O
）

『
帝
鑑
図
説
』
異
植
字
版
小
考

五
十
嵐
．
金
三
郎

＼

　
は
じ
め
に

一、

G
頼
版
『
三
三
図
説
』
と
は

二
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

三
、
小
さ
な
疑
問
大
き
な
課
題

四
、
浩
字
版
（
本
）
に
お
け
る
後
印
本
の
意
味

五
、
後
印
本
の
二
つ
の
意
味

六
、
異
植
字
版
の
調
査
’

七
、
挿
絵
の
三
三
に
つ
い
て
・
．

八
、
伝
本
四
旧
版
『
帝
鑑
図
説
』
の
造
本
過
程

九
、
今
後
の
課
題
（
結
び
に
か
え
て
）

は
じ
め
に

k
、

　
　
旧
聞
の
こ
と
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
去
る
昭
和
五
八
年
一
月
か
ら
三
月
に

か
け
て
部
内
研
修
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
折
筆
者
は
、
計
ら
ず
も
「
日
本
の

・、

ﾃ
活
字
本
」
に
つ
い
て
話
す
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
活
字
版
と
整
版
の
相
違
、

－
そ
の
識
別
の
方
法
、
古
活
字
版
の
名
称
、
そ
し
て
そ
の
歴
史
に
お
よ
ん
で

出
版
外
意
義
に
い
た
る
、
課
題
と
し
て
は
実
に
遠
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

勿
論
筆
者
の
な
せ
る
業
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
た
だ
長
く
部
署
に
い
る

関
係
上
比
較
的
現
物
に
ふ
れ
、
若
干
な
り
と
も
眼
識
を
得
た
と
い
う
上
司

　
（
当
時
中
田
吉
信
部
長
）
の
思
い
や
り
が
数
少
な
い
機
会
を
与
え
て
下
さ

　
つ
た
の
だ
と
、
有
難
く
お
引
き
受
け
．
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
，
こ
の
さ
さ
や
か
な
研
修
の
な
か
で
、
少
々
大
げ
さ
に
い
え
ば
あ
る
衝
撃

的
な
疑
問
を
抱
い
た
の
で
あ
る
つ
つ
ま
り
、
秀
正
距
『
周
旋
図
説
』
に
つ

い
て
の
こ
れ
ま
で
の
説
が
、
そ
の
疑
問
に
よ
っ
て
微
塵
に
粉
砕
さ
れ
た
思

い
が
ど
っ
ど
噴
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
そ
の
疑
問
を
素
朴
に
提
示
し
、
解
決
に
少
し
で
も
近
づ
く

こ
と
に
よ
り
、
」
あ
ら
た
め
て
同
書
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
い
う
意

阻
と
、
筆
者
自
身
定
説
に
か
な
し
ば
り
に
な
っ
て
そ
の
ま
ま
当
館
の
貴
重

書
解
題
を
記
述
し
て
き
た
こ
と
へ
の
悔
悟
を
も
こ
め
て
、
未
熟
な
調
査
で

は
あ
る
が
き
二
つ
の
問
題
提
起
を
試
み
て
お
こ
う
と
思
い
た
っ
た
の
で
あ

る
。
本
稿
は
そ
の
調
査
の
報
告
書
で
あ
る
。

、
秀
頼
版
『
帝
鑑
図
説
』
と
は

　
論
を
す
す
め
る
に
あ
た
り
、
先
ず
秀
頼
版
『
帝
鑑
図
説
』

デ
書
物
な
の
か
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
同
書
は
、
明
の
．
張
居
正
・
呂
調
陽
の
撰
に
な
る
も
の
で
、

と
は
ど
う
い

明
萬
暦
一
年
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（一

ﾜ
七
三
）
陸
樹
声
の
序
を
も
つ
町
版
を
も
と
に
、
慶
長
一
一
年
目
一
大
○

，
六
）
豊
臣
秀
頼
が
臣
下
に
命
七
て
木
活
字
を
も
っ
て
刊
行
し
た
も
の
で
、
わ

が
国
の
出
版
文
化
史
上
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
活
字
は
精
美
端
正
な
様
式
を
も
ち
、
豊
富
な
挿
図
は
以
後

の
出
版
物
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
、
慶
長
ご
二
年
（
一
六
〇
入
）
刊
嵯
峨
本

『
伊
勢
物
語
』
に
先
だ
つ
こ
と
二
年
、
」
画
は
豊
臣
秀
吉
の
近
侍
狩
野
三
楽

が
初
め
て
墓
写
し
た
と
い
わ
れ
る
。
．

　
内
容
は
、
一
二
以
来
の
君
主
の
治
道
に
つ
い
て
、
そ
の
善
と
す
べ
き
も

の
八
一
章
一
悪
の
戒
と
す
べ
き
も
の
三
六
事
を
と
り
、
蒙
求
に
な
ら
い
そ

の
故
事
を
四
字
に
納
め
て
標
出
し
、
そ
の
説
を
詳
述
し
て
事
ご
と
に
一
丁

切
表
裏
の
面
に
図
を
付
し
、
次
い
で
伝
記
の
本
文
を
記
し
て
直
解
を
加
え

た
も
の
で
あ
る
。

二
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

　
幽
こ
の
秀
頼
版
『
勢
州
図
説
』
に
つ
い
て
、
先
ず
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
成
．

果
に
つ
い
て
ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
，

　
そ
の
一
は
、
川
瀬
一
馬
博
士
の
『
瀧
古
活
字
版
之
研
究
』
（
以
下
『
研
究
』

・
と
略
称
す
る
）
で
あ
る
。
同
書
は
わ
が
国
古
活
字
版
研
究
の
金
字
塔
と
も
，

な
す
も
の
で
、
今
日
古
活
字
版
の
調
査
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
座
右
，

の
書
で
あ
り
、
同
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
藍
本
は
、
今
日
す
で
に
散
旧
し

て
行
先
不
明
の
も
の
も
少
量
か
ら
ず
存
在
す
る
事
情
も
あ
っ
て
、
尚
更
そ

の
価
値
を
高
か
ら
し
め
て
い
る
。
『
研
究
』
の
解
説
か
ら
や
や
長
文
に
わ
た

る
が
登
載
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。

ノ

　
豊
臣
秀
頼
は
年
少
よ
り
清
原
秀
賢
等
を
師
と
し
て
、
或
は
之
を
大
阪
へ
．

鮎
招
い
て
経
籍
の
講
義
を
聞
き
、
（
略
）
或
は
拠
る
可
き
書
鋪
を
求
め
る
等
、

　
（
略
）
大
い
に
修
学
に
つ
と
め
、
著
し
く
好
学
の
風
が
あ
っ
た
。
蘭
旧
事

　
業
も
其
め
現
れ
の
一
面
に
相
違
な
い
が
、
是
が
動
機
伝
ま
た
家
康
に
負

　
ふ
所
が
少
く
な
い
と
思
ふ
。
「
秀
旧
版
」
と
も
称
す
可
き
も
の
催
慶
長
十

　
・
一
年
刊
行
の
帝
鑑
図
説
（
六
巻
　
六
冊
　
減
張
居
正
　
呂
調
陽
撰
）
プ

　
部
で
あ
る
が
、
秀
頼
の
刊
行
と
し
て
は
最
も
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
其
の
活
字
も
精
美
な
る
様
式
を
有
し
、
且
つ
豊
富
な
る
挿
書
刻
本
で
あ

　
る
事
も
届
書
刻
本
発
達
の
極
初
期
に
於
け
惹
開
版
と
し
て
特
殊
な
意
義

」，

�
ｹ
せ
持
つ
も
の
と
言
う
可
き
で
あ
る
。
巻
末
に
左
の
如
き
慶
長
十
一
「

　
年
承
党
の
蹟
文
が
あ
る
。

　
（
略
）

　
次
回
で
本
書
に
三
蹟
本
と
三
蹟
本
の
あ
み
こ
と
を
示
し
、
そ
㊨
二
本
を
、

そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
た
う
え
で
、
三
蹟
本
に
つ
い
て
は
、

　
巻
末
の
些
些
の
俳
文
二
葉
の
み
を
欠
く
藍
本
は
比
較
的
多
い
。
或
は
、

　
三
文
の
性
質
上
後
に
徳
川
家
を
揮
っ
て
取
り
去
っ
た
も
の
で
な
か
ろ
う
’

　
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
結
ん
で
い
る
。
そ
の
伝
本
を
左
に
掲
げ
る
と
嘱

　
一
、
有
蹟
本
’

　
内
閣
文
庫
蔵
本
、
東
洋
文
庫
蔵
本
、
台
湾
大
学
蔵
本
、
陽
明
文
庫
蔵
本

　
人
現
存
せ
ず
）
、
日
光
天
海
蔵
本
、
安
田
文
庫
蔵
本
（
焼
失
か
）
、
『
迩
畿
－

、
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
』
　
、
．
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
二
、
無
蹟
本

．
内
閣
文
庫
蔵
本
、
．
三
三
国
会
図
書
館
蔵
本
、
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
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本
、
，
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
』
、
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
本
、
市
立
米
沢
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
田
文
庫
蔵
本
（
焼
失
か
）
丁
字
貝
堂
文

書
館
蔵
本
、
東
洋
文
庫
蔵
本
、
．

自
蔵
杢
蓬
左
奮
蔵
杢
陽
明
文
庫
蔵
杢
棄
離
磐
器
杢

国
分
青
柴
蔵
本
、
神
田
喜
一
郎
氏
蔵
本
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
馬

三
三
閣
文
庫
蔵
本
、
福
井
市
立
図
書
館
蔵
本
、
長
谷
川
赴
夫
蔵
本
（
龍

門
文
庫
へ
）
、
天
理
図
書
館
蔵
本
、
大
垣
市
立
回
書
館
蔵
本
、
横
山
重
氏

蔵
本
（
近
畿
大
学
附
属
図
書
飽
へ
、
同
大
計
二
本
〉
、
周
安
家
旧
蔵
本
、

竹
中
重
門
旧
蔵
本
、
『
大
英
図
書
館
蔵
本
』
、
『
京
都
外
国
語
大
学
附
属
図

，
書
館
蔵
本
』
『
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
本
』
（
第
五
冊
の
み
の
端
本
）

・
即
ち
、
上
世
本
七
点
、
無
病
本
二
七
点
が
上
げ
ら
れ
る
。
t
の
う
ち
『
』

で
く
く
っ
た
黒
本
は
『
研
究
』
未
収
の
も
の
で
あ
る
。

そ
の
二
は
、
幽
長
沢
規
矩
也
博
士
の
同
書
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ
る
。

帝
鑑
殴
説
　
六
巻
　
弓
張
一
一
・
呂
調
陽
奉
勅
　
慶
長
一
一
蹟
刊
，

（
古
活
、
豊
臣
秀
頼
）
巻
首
及
挿
図
な
ら
び
に
蹟
文
世
に
秀
一
二
と
い
わ

れ
る
も
の
。
末
に
慶
長
十
」
年
、
承
党
の
蹟
が
あ
っ
て
刊
行
の
始
末
を

述
べ
て
い
る
が
、
後
印
本
に
は
、
家
康
を
は
ば
か
っ
て
、
こ
の
蹟
を
除

い
た
た
め
に
、
伝
本
は
後
印
の
無
蹟
本
が
多
い
。
な
豊
明
版
の
さ
し
絵

を
覆
刻
し
て
い
る
点
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
が
、
き
し
絵
に
異
版
（
和

訳
本
と
同
順
）
が
あ
り
、
噛
版
式
に
再
考
を
要
し
、
森
上
修
氏
再
調
中
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
解
和
漢
印
刷
史
）

　
右
の
二
つ
の
代
表
的
解
説
を
も
と
に
、
今
日
諸
機
関
で
刊
行
し
て
い
る

同
書
に
つ
い
て
の
解
説
を
み
る
と
、
多
く
は
両
説
に
拠
っ
で
書
か
れ
て
い

る
こ
と
は
否
め
な
い
。
臥
下
に
諸
機
関
の
解
説
を
紹
介
し
て
後
述
の
道
案

内
と
し
よ
う
。
．

1
　
大
東
急
記
念
文
庫
貴
重
書
解
題
　
．
　
　
　
　
　
脚

　
慶
長
十
一
年
秀
頼
刊
行
の
も
の
で
あ
る
が
、
承
党
の
蹟
を
去
っ
た
後
配

　
本
で
あ
み
。
（
略
）
こ
の
．
本
の
伝
本
中
承
免
の
蹟
を
存
す
る
も
の
と
し
て

　
は
、
内
閑
文
庫
、
東
洋
文
庫
、
陽
明
野
駈
の
各
蔵
本
等
に
す
ぎ
な
い
が
、
－

　
蹟
を
闘
く
も
の
億
少
く
な
く
内
閣
文
庫
（
略
）
。

，
2
，
米
沢
善
本
と
解
題

　
い
わ
ゆ
る
豊
臣
秀
頼
版
の
承
応
の
蹟
を
欠
く
も
の
、
著
者
が
皇
太
子
（
後

　
の
薄
遇
）
の
教
育
の
た
め
上
代
か
ら
宋
に
い
た
る
間
の
諸
帝
の
善
悪
の
’

　
政
績
を
絵
入
り
で
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
首
に
万
暦
癸
酉
（
元
年
）

　
回
旋
声
叙
、
隆
慶
六
年
進
疏
が
あ
り
、
．
帝
一
人
毎
に
図
を
出
し
、
正
史

　
そ
の
他
の
記
事
を
抽
出
し
、
解
を
つ
け
て
い
る
。
（
略
）
同
版
本
の
う
ち

　
内
閣
文
庫
、
東
洋
文
庫
馬
陽
明
文
庫
の
各
蔵
本
は
承
免
の
蹟
を
存
す
る

　
、
が
、
無
恥
本
は
大
東
急
証
念
文
庫
上
野
図
書
館
蝦
幽
翫
姻
、
蓬
左
文
三
等

　
に
あ
っ
て
比
較
的
多
い
（
注
陽
明
文
庫
本
は
三
蹟
本
の
み
）
。

3
　
日
光
山
「
天
海
蔵
」
主
要
古
書
解
題
’

　
学
問
を
好
ん
だ
豊
臣
秀
頼
が
帝
鑑
図
説
を
出
版
し
た
こ
と
は
、
川
瀬
一

　
馬
氏
が
徳
川
家
康
の
也
版
事
業
に
刺
激
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
推

　
定
さ
れ
た
。
原
装
、
原
題
簸
は
、
絵
入
り
、
慶
長
＋
一
年
繹
承
党
蹟
、
，

　
訓
点
朱
引
入
り
、
こ
の
蹟
の
な
島
本
の
伝
本
は
比
較
的
多
く
、
（
略
）
。

4
　
名
古
屋
市
警
左
文
庫
善
本
解
題
図
録
　
第
二
輯

　
慶
長
＝
年
刊
　
古
活
字
版
（
秀
頼
版
）
帯
図
本
・
無
蹟
本
。
こ
の
書

　
　
の
命
名
は
、
唐
の
太
宗
λ
六
二
六
－
六
四
九
在
任
）
の
こ
と
ば
（
古
を

　
も
っ
て
鑑
と
な
す
）
に
基
づ
き
、
，
そ
の
内
容
は
《
帝
王
の
規
範
と
な
る

　
乱
う
な
、
、
上
は
尭
舜
に
始
ま
り
、
下
は
宋
の
三
三
に
至
る
天
子
の
事
蹟
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＼



r

．
を
集
め
て
図
説
す
る
。
さ
ら
に
詳
し
く
い
え
ば
、
天
下
を
統
治
す
る
君

　
　
の
「
法
」
と
な
す
べ
き
善
事
八
十
」
事
と
、
「
戒
」
と
す
べ
き
悪
事
三
十

　
六
事
と
が
、
前
者
は
「
聖
哲
芳
規
」
と
い
う
大
題
の
も
と
に
正
編
四
冊

　
に
ま
と
ま
り
、
後
者
は
「
狂
愚
覆
轍
」
と
い
う
大
題
の
も
と
に
続
編
二

　
冊
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
体
裁
は
、
隆
慶
六
年
の
歳
月

　
・
を
記
す
「
陸
図
疏
」
の
文
に
よ
る
と
、
も
と
は
二
冊
本
で
、
一
図
と
本

　
文
と
直
三
三
か
ら
な
っ
て
い
る
。
本
文
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
史
書
か
ら
の

　
三
文
を
い
い
、
，
直
解
と
は
い
わ
ば
解
説
で
あ
る
。
・
本
書
低
慶
長
の
古
激

　
字
版
で
「
秀
頼
版
」
と
い
わ
れ
る
豊
臣
秀
頼
の
刊
行
書
、
絵
入
り
活
字

　
本
と
し
て
は
初
期
の
も
の
で
あ
る
。
駿
河
台
譲
本
「
張
府
内
庫
図
、
書
」

　
旧
記
。
参
考
　
慶
長
旧
聞
、
、
朝
鮮
か
ら
伝
わ
っ
た
活
字
印
刷
が
流
行
し

　
朝
廷
．
諸
侯
・
．
寺
院
．
拷
問
の
有
志
な
ど
が
古
典
の
覆
刻
・
階
版
を
き

　
そ
っ
た
。
秀
旧
版
も
そ
の
一
種
で
あ
る
。
江
戸
城
・
各
古
屋
城
殿
斜
な
．

　
ど
の
「
帝
鑑
の
間
」
の
襖
絵
は
、
本
書
の
図
に
拠
る
と
い
わ
れ
る
。

．
5
　
天
理
図
書
館
貴
重
書
目
録
　
和
漢
書
　
第
一

　
，
慶
長
十
一
年
豊
臣
秀
頼
刊
行
の
承
党
の
蹟
文
を
欠
く
も
の
。
な
ほ
慶
長

　
年
間
刊
な
る
べ
し
。
前
編
四
冊
後
編
二
冊
、
各
通
丁
前
序
七
題
字
二
目

　
五
本
文
二
百
十
四
丁
、
．
後
題
字
二
目
三
本
文
九
十
入
後
序
三
丁
、
前
回
、

　
三
十
三
．
ご
百
十
四
二
丁
の
補
三
三
三
蔵
者
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
筆
か
。

6
　
三
三
貝
堂
．
文
庫
善
本
解
題

　
慶
長
中
古
活
字
印
本
、
讐
辺
h
九
行
十
九
字
、
豊
臣
秀
頼
所
刻
本
の
覆

　
刻
。
三
三
。
原
題
籏
存
す
朱
墨
点
書
入
あ
り
．

7
　
龍
門
文
庫
善
本
書
目
・

　
慶
長
十
一
年
刊
、
、
秀
頼
版
、
無
紙
本
（
略
）
図
版
を
覆
刻
し
た
も
の
で

　
前
後
両
集
に
分
れ
、
前
集
（
四
冊
）
・
後
集
（
二
冊
）
と
し
、
各
集
首
に

　
目
録
並
び
に
題
字
（
前
集
「
聖
哲
芳
規
H
後
記
「
狂
言
覆
轍
」
共
に
整

　
版
二
葉
に
大
書
七
て
刻
す
。
）
を
附
し
、
巻
中
一
話
毎
に
自
首
に
一
葉
宛

　
の
挿
画
を
加
△
て
あ
る
。
（
略
）
前
集
（
第
四
冊
）
末
に
、
「
去
歳
泊
元
和

　
癸
亥
冬
至
寛
永
甲
子
季
春
借
鯨
二
朱
一
三
貼
之
－
」
墨
書
識
語
が
見
え
る
・

8
嘱
立
国
会
二
尊
貴
重
書
解
題

　
慶
長
拾
壼
稔
星
集
丙
午
春
三
月
　
B
　
豊
光
下
野
承
党

　
の
蹟
文
を
欠
く
無
蹟
本
、
後
印
本
、
（
略
）
丁
付
は
、
前
後
集
毎
に
通
し

　
で
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
次
の
各
箇
処
に
誤
植
が
あ
る
。
（
略
）

　
達
識
末
に
次
の
墨
書
識
語
が
あ
る
。
．

　
　
下
野
足
利
郡
學
校
常
住
／
甲
州
靴
工
遍
庄
右
衛
門
尉
　
与
寄
進
／
慶

　
　
長
十
八
年
選
一
六
月
三
日
／
転
回
寒
松
老
人
誌
焉

　
為
政
者
の
刊
行
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
ト
絵
入
本
と
し
て
も
代
表
的
な

　
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。
各
回
首
に
「
足
利
学
校
」
の
印
が
あ
る
。
・

9
　
大
英
博
物
館
の
古
活
字
版
（
川
瀬
一
馬
著
）

　
　
「
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
　
第
二
輯
」

　
秀
頼
版
「
帝
鑑
図
説
」
、
無
恥
緑
色
原
表
紙
に
印
刷
原
題
籏
を
有
す
る
美

“
本
。
、

10

@
福
井
市
立
図
書
館
和
漢
古
書
分
類
目
録

　
三
編
（
回
心
）
　
明
張
正
正
・
高
調
陽
奉
勅
・
〔
慶
長
＝
〕

　
秀
頼
版
、
後
修
無
蹟
）

U
　
東
洋
文
庫
五
十
周
年
三
目
録
　
「
九
六
七
・
一
〇
・
．
二
〇
⊥

慶
長
一
一
年
（
一
六
〇
六
）
刊
　
古
活
字
版
　
六
巻
六
冊

刊
（
古
活
、

一
・
］

豊
臣
秀
頼
の

一四一



愛
読
書
で
、
こ
れ
を
後
世
ま
で
伝
え
よ
う
と
し
て
刊
行
さ
せ
た
も
の
で

　
あ
る
。
勅
版
や
家
康
の
開
版
に
な
ら
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
豊
臣

　
氏
開
版
の
唯
一
の
も
の
で
あ
る
一

12

@
駄
鴫
鰍
稀
書
解
題
目
録
　
和
漢
書
の
部

　
（
略
）
第
一
冊
首
に
陸
鳥
声
の
帝
鑑
図
説
総
叙
（
山
盛
癸
酉
×
張
居
正
・

　
呂
調
陽
の
進
図
疏
、
目
録
が
あ
り
、
第
六
冊
末
に
玉
希
世
の
後
序
（
万

　
暦
元
年
）
が
あ
る
。
上
代
か
ら
宋
に
い
．
た
る
諸
帝
の
政
治
の
う
ち
、
善

　
の
法
と
す
べ
き
も
の
（
八
十
一
項
目
、
悪
の
戒
と
す
べ
き
も
の
（
三
十
六

　
項
）
を
と
り
、
そ
の
故
事
を
四
字
の
標
目
と
し
て
立
て
、
一
項
ご
と
に

　
正
史
そ
の
他
の
記
事
を
解
と
し
て
つ
け
て
、
絵
入
り
で
説
明
し
た
も
の
。

　
「
帝
鑑
図
説
」
は
、
慶
長
十
一
年
、
豊
臣
秀
頼
に
よ
つ
で
刊
行
さ
れ
た
（
秀

　
旧
版
）
が
、
さ
ら
に
承
免
の
野
卑
二
葉
を
省
い
て
慶
長
年
中
に
刊
行
さ

　
れ
た
（
「
古
活
字
版
之
研
究
」
）
。
所
掲
本
は
そ
の
後
者
に
当
る
。
三
三
の
幽

　
蹟
文
は
末
に
［
三
相
三
三
頼
公
二
見
錯
書
、
芝
之
口
之
、
二
丁
無
不
披

　
三
三
、
三
三
三
三
梓
、
三
寿
其
伝
於
無
窮
也
」
と
あ
り
、
そ
の
性
質
上
、

　
後
に
徳
川
氏
を
檸
魅
っ
て
取
0
1
去
っ
た
も
の
と
い
う
。

　
絵
入
り
の
古
活
字
版
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
。
同
版
本
は
比
較
的
多
く
、

　
内
閣
文
庫
・
蓬
左
文
庫
・
大
東
急
文
庫
・
米
沢
図
書
館
・
天
理
図
書
館

　
な
ど
に
蔵
す
る
。
整
版
も
い
く
度
か
行
わ
れ
、
官
版
も
あ
る
。

13
@
醜
調
鋒
三
三
内
閣
文
庫
貴
重
書
展
目
録
昭
和
六
＋
年
五
月
二
＋
八
日
－
六
月

　
三
日

中
国
、
明
代
（
一
四
－
一
七
世
紀
）
の
史
書
。
神
話
時
代
か
ら
唐
・
宋
に
至

　
る
間
の
諸
帝
王
の
善
悪
二
種
の
事
績
の
な
か
か
ら
百
十
七
を
選
び
、
そ

　
れ
を
図
示
し
、
．
解
説
を
付
し
た
も
の
。
書
名
は
、
唐
の
太
宗
の
「
古
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

以
て
鑑
と
為
す
」
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
。
、
鑑
は
、
、
鏡
に
同
じ
。
掲
出
書

e
は
、
豊
臣
秀
頼
が
徳
川
家
康
の
出
版
事
業
の
影
響
を
受
け
て
慶
長
十
、

一
年
（
一
六
〇
六
）
に
木
活
字
を
用
い
て
刊
行
し
た
も
の
で
秀
輪
舞
と
呼

ば
れ
、
漢
籍
に
お
け
る
絵
入
り
本
の
早
期
の
例
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
し
よ
う
だ

巻
末
の
図
星
の
睡
中
に
「
右
藩
府
秀
頼
公
露
見
此
書
手
之
口
之
寅
夕
無
’

不
披
覧
也
伍
命
単
路
干
雌
羊
寿
其
伝
於
無
窮
也
云
云
」
と
あ
る
所
か
ら

秀
頼
版
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
豊
臣
家
滅
亡
後
は
そ
．

の
名
を
忌
ん
で
こ
の
蹟
を
除
く
も
の
が
多
か
っ
た
（
前
者
を
有
中
本
．

後
者
を
無
亭
主
と
呼
ぶ
）
。
本
文
庫
に
は
、
本
書
を
二
部
蔵
す
る
が
、
慶
．

長
十
七
年
．
（
一
六
一
二
）
地
墨
山
の
弟
永
喜
や
家
康
に
献
じ
た
旨
の
附
箋

の
あ
る
紅
葉
山
文
庫
本
は
原
装
・
一
原
題
簸
の
美
本
な
が
ら
無
証
本
、
昌

平
坂
学
問
所
に
伝
来
し
た
他
の
一
本
は
有
豊
本
で
あ
る
。
「

　
　
　
　
・
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
箕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

三
、
小
さ
な
疑
問
大
き
な
課
題

　
さ
て
、
．
こ
れ
ま
で
に
各
所
蔵
機
関
の
解
説
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
こ
こ

で
そ
の
紹
介
記
事
に
基
づ
い
て
本
書
の
特
徴
点
を
列
記
し
て
み
よ
う
。

　
1
　
こ
の
本
に
は
慶
長
十
一
年
の
承
事
の
蹟
文
が
付
さ
れ
て
い
み
心
の

　
，
（
有
黒
本
）
と
、
付
さ
れ
て
い
な
い
心
の
く
無
心
本
）
と
が
あ
み
こ

　
　
と
。
，

　
2
　
三
蹟
本
は
伝
本
が
数
本
に
す
ぎ
な
い
が
、
三
蹟
本
は
か
な
ゆ
多
い

　
　
こ
と
。

　
3
　
特
に
長
沢
博
士
、
に
よ
れ
ば
、
無
蹟
本
は
後
印
で
あ
・
る
、
．
と
い
う
こ

　
　
と
。



　
　
4
　
巻
末
に
三
文
の
な
い
の
は
、
後
に
徳
川
家
を
は
ば
か
っ
．
て
取
り
除

　
　
　
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
。

　
　
5
　
こ
の
本
の
版
式
は
ど
の
拓
本
も
ほ
ぼ
同
一
形
式
で
あ
る
こ
と
。

　
　
。
6
　
挿
図
が
豊
富
で
わ
が
国
の
挿
図
活
字
本
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
あ

　
　
　
る
こ
と
α

　
　
7
　
こ
の
本
は
、
中
国
の
旧
版
に
拠
る
覆
刻
（
龍
門
文
庫
善
本
書
目
）
、

　
　
　
或
は
豊
匝
秀
頼
所
刻
本
の
覆
刻
（
成
葺
堂
文
庫
善
本
解
題
、
詫
顯
胤

　
　
　
硬
窃
騒
一
通
燃
訓
禰
撚
二
一
％
燃
）
、
三
明
版
の
さ
し
絵
を
覆
刻
（
図
解
和
三
三

　
　
　
旧
史
）
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
憾
，
こ
の
出
版
は
徳
川
家
康
の
出
版
事
業
に
刺
激
を
さ
れ
て
開
版
ざ
れ

　
　
　
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
。

な
ど
が
上
げ
ら
れ
よ
う
。
．

　
　
こ
こ
で
筆
者
が
直
感
的
に
疑
問
を
挾
む
ぎ
つ
か
け
に
な
つ
だ
の
は
、
3
、

三
蹟
本
は
後
却
本
で
あ
る
、
と
い
う
長
沢
博
士
の
解
説
で
あ
り
、
8
1
、
の

．
こ
の
出
版
は
徳
川
家
康
の
出
版
事
業
に
刺
激
を
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
と
、
，

4
、
巻
末
の
蹟
文
の
な
い
の
は
後
に
徳
川
家
を
は
ば
か
っ
て
取
り
除
い
た

と
い
う
奇
妙
な
因
果
関
係
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
先
ず
，
「
無
蹟
本
は
後
印
」
F
と
い
う
意
味
を
少
し
吟
味
し
て
み
よ

う
と
思
う
。
こ
こ
で
も
う
｝
度
長
沢
博
士
の
解
説
を
引
用
さ
せ
て
も
ら
う

こ
と
と
す
る
。

巻
首
及
挿
図
な
ら
び
に
蹟
文
世
に
秀
頼
版
と
い
わ
れ
る
も
の
。
末
に
慶

長
十
一
年
、
承
党
の
蹟
が
あ
っ
て
刊
行
の
始
末
を
述
べ
て
い
る
が
、
後

印
本
に
は
家
康
を
は
ば
か
っ
て
こ
の
蹟
を
除
い
た
た
め
に
、
．
伝
本
は
後

．
印
の
三
蹟
本
が
多
い
。
な
お
、
明
版
の
さ
し
絵
を
覆
刻
し
て
い
る
点
に

も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
（
点
線
、
○
印
筆
者
）

’

　
さ
て
、
．
こ
こ
で
い
う
博
士
の
後
印
本
ど
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
で
あ
ろ

テ
か
。
同
氏
の
編
に
か
か
る
『
図
書
学
辞
典
』
に
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
、

て
い
る
。

　
　
こ
う
い
ん
ぼ
ん
・
後
印
本
　
伝
存
の
板
木
に
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
、

　
そ
の
ま
ま
の
板
木
を
使
っ
て
、
後
に
印
刷
し
た
本
。
後
刷
り
。
後
摺
。

と
あ
る
。
そ
し
て
次
い
で

　
の
ち
ず
り
・
あ
と
ず
り
　
後
刷
り
（
一
審
）
　
後
印
本
と
同
じ
。
．

と
あ
る
。
ま
九
川
瀬
博
士
の
『
旺
本
書
誌
学
用
語
辞
曲
ハ
』
に
は
、

　
こ
う
い
ん
ぼ
ん
　
　
　
あ
と
ず
り

　
後
印
本
　
「
後
刷
（
摺
）
」
を
見
よ
。

と
あ
っ
て

　
あ
と
ず
り
　
　
　
　
　
　
の
ち
ず
ら
り

　
後
刷
（
摺
）
　
後
刷
（
摺
）
と
も
い
う
。
既
刊
の
版
（
版
木
）
を
以
て
後

　．

ﾉ
な
つ
－
て
印
刷
す
る
こ
ど
、
ま
た
そ
の
本
。
後
刷
（
摺
）
本
。
後
印
本
。

．
と
解
説
し
で
い
る
。
・

　
こ
こ
で
両
氏
と
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
後
印
本
と
い
う
と
き
、
そ

れ
は
い
わ
ゆ
る
整
版
本
の
場
合
を
前
提
ど
し
て
解
説
さ
れ
て
い
惹
ご
と
で

あ
る
。
然
ら
ば
括
字
本
の
場
合
に
果
し
て
後
印
（
或
は
後
印
本
）
と
い
う

言
葉
は
真
に
適
切
で
み
る
か
ど
う
か
コ
素
朴
な
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な

い
。

　
長
沢
博
士
の
真
憲
を
存
命
中
に
確
め
惹
暇
も
な
く
、
ま
た
博
士
の
元
気

・
な
頃
に
は
筆
者
も
何
の
疑
問
を
も
も
た
ず
に
説
に
従
い
．
当
館
の
解
説
を

一六＿



ノ

臆
面
も
な
ぐ
書
い
て
来
た
。
撮
顔
の
至
り
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
後
悔
の
念
を
転
じ
て
遅
蒔
き
な
が
ら
、
秀
官
版
『
重
工

図
説
』
の
後
印
本
の
意
味
を
筆
者
な
、
0
に
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
い
立
っ

た
の
で
あ
？
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
小
さ
な
疑
問
を
抱
い
た
ば
か
り
に
と
て

つ
も
な
い
大
き
な
課
題
を
自
ら
背
負
い
込
む
ζ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。

四
、
活
字
版
（
本
〉
に
お
け
る
後
印
本
の
意
味

ま
ず
一
般
的
な
意
味
で
の
活
字
本
に
つ
い
て
の
定
義
を
考
え
て
み
よ
う
。

前
記
の
よ
う
に
、
長
沢
・
川
瀬
両
博
士
の
説
を
上
げ
る
。

か
つ
じ
ぼ
ん
　
活
字
本
　
一
字
ず
つ
彫
刻
又
は
鋳
造
さ
れ
た
文
字
を
組

み
合
わ
せ
て
版
を
作
り
、
こ
の
組
版
に
墨
又
は
イ
ン
ク
を
塗
っ
て
印
刷

し
た
本
。
活
字
印
本
。
活
字
版
。
一
字
版
。
植
字
版
。
植
字
本
。
聚
珍

版
。
排
印
本
。
写
字
版
，
活
刻
。
活
版
。
植
版
。
（
図
書
学
辞
典
）

ロ
か
つ
じ
ぼ
ん

活
字
本
　
活
字
印
刷
の
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
本
。
活
字
版
。
二
字
印

　
　
　
　
　
　
は
い
い
ん
ぼ
ん

本
。
活
版
本
。
排
印
本
。

か
つ
じ
ば
ん
　
　
　
　
　
い
ち
じ
ば
ん
　
う
え
じ
ば
ん
　
し
ゅ
う
ち
ん

活
字
版
　
活
版
っ
一
字
版
．
植
字
版
　
聚
珍
版
（
シ
ナ
の
用
語
）
　
一
字

ず
つ
独
立
し
て
作
ら
れ
た
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
原
版
を
作
コ
印
刷
す

る
方
法
。
又
活
字
を
以
っ
て
印
刷
し
た
も
の
を
い
う
。
活
字
に
は
木
製
，
・

金
属
製
（
主
と
し
て
銅
製
）
そ
の
他
が
あ
る
。
・
・
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
書
誌
学
用
語
辞
典
）

す
な
わ
ち
活
字
本
（
版
）
と
は
、
一
単
位
の
文
字
を
組
合
わ
せ
て
原
版

を
つ
く
り
、
そ
れ
を
印
刷
方
法
に
よ
っ
て
刷
っ
だ
本
を
い
う
。
そ
の
場
合
、
↓

一
度
に
幾
頁
（
丁
・
葉
）
分
か
を
組
み
原
版
を
作
り
必
要
部
数
分
を
刷
り

上
げ
る
。
そ
し
て
捌
上
っ
た
ら
そ
の
組
原
版
を
解
い
て
そ
の
活
字
を
更
に

次
の
頁
（
丁
・
葉
）
の
原
版
に
襲
用
す
る
。
そ
の
く
り
返
し
を
行
っ
て
一

部
の
書
物
を
即
刷
す
る
め
で
あ
る
。
丁
数
の
多
い
大
部
の
書
物
で
あ
れ
ば

あ
る
程
、
そ
の
字
母
の
基
本
数
に
応
じ
て
襲
用
す
る
回
数
も
左
右
さ
れ
る
。

字
母
数
が
少
な
け
れ
ば
襲
用
回
数
が
多
く
な
り
、
’
後
半
に
い
く
に
従
い
磨

滅
度
が
増
し
て
刷
り
上
り
が
良
好
な
状
態
か
ら
遠
ざ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
浩
字
版
の
場
合
は
、
一
度
原
版
を
作
っ
て
刷
り
上
っ
た
な

ら
ば
、
そ
の
原
版
は
解
体
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
の
で
、
そ
の
原
版

を
保
存
し
後
に
な
っ
て
活
用
さ
れ
て
刷
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
重
ん
ど
な

、
い
。
活
字
版
の
場
合
は
い
わ
ゆ
る
整
版
本
の
場
合
に
い
う
意
味
で
の
後
印

・
本
は
あ
り
得
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
な
ぜ
、
長
沢
博

士
は
『
帝
鑑
図
説
』
の
解
説
に
「
後
印
本
」
－
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
筆
者
の
存
疑
ば
ま
さ
に
そ
こ
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
幽

五
、
後
印
本
の
二
つ
の
意
味

　
博
士
の
説
明
を
豊
呈
忌
に
解
釈
す
れ
ば
、
『
帝
鑑
図
説
』
の
さ
し
絵
部
分
に

つ
い
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
先
に
記
し
た
同
書
の

解
説
の
末
尾
を
、
「
さ
し
絵
に
異
版
（
和
訳
本
と
同
版
）
が
あ
り
版
種
に
再

考
を
要
す
」
と
結
ん
で
い
る
こ
と
を
も
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
そ
う
解
釈
す

る
こ
と
の
方
が
自
然
の
よ
う
に
受
け
取
れ
る
の
で
あ
る
．
ま
た
h
福
井
市

立
図
書
館
の
『
和
漢
古
書
分
類
目
録
』
に
用
い
て
い
る
「
後
修
」
と
い
う

用
い
方
も
、
恐
ら
く
ざ
し
絵
部
分
の
異
版
を
考
慮
し
て
の
言
葉
と
理
解
す
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る
こ
と
が
自
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
6
。

　
確
か
に
後
述
す
る
よ
う
に
、
さ
し
絵
部
分
の
異
版
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
板

木
に
手
が
加
え
ら
れ
修
訂
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
筆
者
の
調
査
で
も
、
，
例
え
ば
三
三
本
と
三
蹟
本
の
双
方
を
所
蔵
し
て

い
る
内
閣
文
庫
本
と
東
洋
文
庫
本
の
各
々
の
伝
本
を
対
校
し
て
み
て
も
明

か
に
挿
絵
に
異
版
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
但
し
無
二
本
が
必
ず
し
も

修
訂
と
は
限
ら
な
い
）
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
筆
者
は
こ
の
長
沢
博
士
の

「
後
印
の
無
卦
本
」
と
い
う
言
葉
に
執
よ
う
に
こ
だ
わ
り
を
も
た
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
全
く
素
朴
な
似
下
の
よ
う
な
疑
問
か
ら

で
あ
っ
た
。

’
す
な
わ
ち
、
活
字
版
で
後
印
と
い
う
場
合
に
二
つ
の
意
味
が
考
え
ら
れ

る
。
、

馳
そ
の
一
層
つ
は
、
今
回
に
一
点
の
書
物
を
百
部
刷
る
と
し
ょ
デ
。
そ
の
場

合
、
第
一
部
目
の
刷
り
と
第
百
回
目
の
刷
り
と
で
は
で
き
上
っ
た
書
物
の

印
面
に
自
ず
と
差
異
が
生
ず
る
。
第
一
部
目
と
い
わ
ず
と
も
苗
印
の
場
合

は
活
字
も
磨
耗
し
て
い
な
い
の
で
印
面
の
文
字
が
鮮
明
に
刷
り
上
り
、
後

半
に
な
る
に
つ
れ
て
そ
の
逆
に
国
字
が
徐
々
に
磨
滅
し
て
鮮
明
さ
を
欠
い

て
く
る
。
そ
の
後
者
を
説
明
す
る
の
に
後
印
と
か
後
刷
と
か
い
う
言
葉
を

用
い
る
場
合
も
あ
り
得
る
こ
ど
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
活
字
印
刷
の
方
法
と
し
て
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
必

要
部
分
の
活
字
を
組
み
合
わ
せ
原
版
を
作
り
、
そ
し
て
そ
れ
が
必
要
部
数

分
を
刷
り
上
げ
れ
ば
そ
の
原
版
を
解
体
し
、
次
の
頁
（
丁
・
葉
）
へ
活
字

を
襲
用
し
て
組
み
替
え
て
い
く
。
こ
の
場
合
に
景
印
と
い
う
場
合
、
以
前

に
用
い
た
活
字
を
後
代
に
な
っ
て
再
活
用
し
、
改
め
て
同
じ
版
式
の
本
を
，

再
出
版
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
億
つ
ま
り
出
来
上
っ
た
書
物
は
形
式
的

に
は
全
ぐ
初
版
本
と
は
同
一
の
よ
ヴ
で
あ
る
が
、
よ
く
み
る
と
、
同
じ
活

．
字
を
用
い
て
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
処
に
用
い
ら
れ
て
い
る
単
位
の
活

字
は
字
形
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
・
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
異
植
字
版
と
称

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
日
活
字
版
の
異
植
字
版
は
か
な
り
多
く
、
川
瀬
博
士
の
『
古
活
字
版

之
研
究
』
を
一
寸
繕
い
て
み
れ
ば
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
・

　
筆
者
は
ふ
長
沢
博
士
の
用
い
た
「
無
蹟
本
後
印
」
と
い
う
言
葉
に
＼
こ

の
異
植
字
版
の
存
在
を
暗
示
し
た
か
の
よ
う
に
受
け
ど
め
た
の
で
あ
っ
，

た
。
つ
ま
り
右
の
二
つ
の
説
明
の
う
ち
後
者
の
意
味
に
解
し
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
こ
か
ら
こ
の
『
三
三
図
説
』
に
お
け
．
る
異
植
字
版
の
調
査
が
開
始

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

六
、
異
植
字
版
の
調
査

　
一
口
に
異
植
字
版
の
調
査
と
い
っ
て
も
そ
の
調
査
は
実
は
容
易
な
こ
と

で
は
な
い
。
一
部
の
図
書
の
あ
る
．
一
部
分
を
写
真
で
対
校
し
て
み
る
だ
け

で
は
実
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
調
査
の
で
き
る
可
能
性
は
極

め
て
与
れ
に
し
か
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
ば
所
蔵
機
関
の
異
な
る
実
物
と

実
物
と
を
以
っ
て
一
所
に
三
三
を
行
う
ご
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
ど
は
殆

ん
ど
不
可
能
に
近
い
か
ら
で
あ
る
の

．
「
し
か
し
、
と
い
っ
て
も
何
ら
か
の
方
法
に
よ
っ
て
行
う
試
み
は
可
能
な

限
り
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
方
法
を
確
立
す
る
こ
ど
も
学
問

　
　
　
　
　
　
　
ち
ゆ
う

研
究
の
一
つ
の
範
疇
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
の
行
っ
た
調

査
方
法
看
以
下
に
紹
介
し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
と
思
う
，

　
先
ず
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
以
下
国
会
本
と
略
称
）
を
主
軸
に
据
え
、
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同
本
に
用
い
ら
れ
て
い
る
活
字
を
一
つ
一
つ
検
討
し
て
字
形
の
変
形
の
も

の
、
或
は
活
字
を
作
る
時
に
生
じ
た
刀
痕
の
著
し
い
も
の
、
ま
た
欠
損
を
．
．

生
じ
て
い
る
も
の
等
々
の
特
徴
の
あ
る
文
字
を
抄
出
し
、
そ
れ
を
で
き
惹

、
だ
け
正
確
に
臨
書
し
（
こ
れ
に
は
か
な
り
書
に
通
じ
た
人
で
な
い
と
む
ず

か
し
い
。
今
回
は
元
当
館
非
常
勤
職
員
冨
士
原
美
智
子
さ
ん
の
協
力
．
を
得

た
）
、
こ
れ
を
母
形
と
し
て
他
の
諸
機
関
の
諸
本
で
は
同
一
箇
処
に
同
．
一
字

形
の
文
字
を
使
用
し
て
い
乃
か
ど
う
か
を
調
査
七
た
。
吻
論
、
全
体
の
文

字
の
磨
滅
の
状
態
や
、
刷
り
具
合
の
状
態
、
紙
質
な
ぜ
を
考
慮
に
入
れ
允

上
で
の
調
査
で
あ
る
。
し
か
し
、
㌧
そ
れ
に
し
て
も
実
物
を
眼
前
に
し
て
の

調
査
は
実
に
む
ず
か
し
ぐ
、
ど
う
し
て
も
写
真
撮
影
か
ら
引
伸
七
印
画
を

作
成
し
、
そ
れ
と
の
対
査
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
諸
本

も
少
な
く
な
い
。
今
回
実
物
調
査
を
行
っ
た
諸
本
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
三
蹟
本

内
閣
文
庫
蔵
本
、
東
洋
文
庫
蔵
本
、
近
畿
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
第
一
・

五
冊
欠
）

　
無
謡
本

内
閣
文
庫
蔵
本
、
，
東
洋
文
庫
蔵
本
一
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
、
・
市
立

・
米
沢
國
書
館
蔵
本
、
成
葺
堂
文
庫
蔵
本
、
蓬
左
文
庫
蔵
本
、
大
東
急
記
念

文
庫
蔵
本
“
．
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
、
尊
経

閣
文
庫
蔵
本
、
陽
明
文
庫
蔵
本
、
京
都
外
国
語
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
、

近
畿
大
学
附
属
圏
書
高
蔵
本
（
二
本
）
、
．
英
国
図
書
館
蔵
本
、
国
立
国
会
図

書
館
蔵
本
。

で
あ
る
。
そ
の
他
以
下
め
諸
本
に
つ
い
て
濾
駈
比
し
臨
画
に
よ
る
調
査
で

あ
る
。
．

大
阪
府
立
中
之
島
回
書
守
旧
本
、
一
・
天
理
図
書
館
蔵
本
、
・
福
井
市
立
図
書
館

蔵
本
、
大
垣
市
立
図
書
館
蔵
本
。

　
な
お
、
伝
本
全
部
を
調
査
す
る
こ
と
に
は
及
ば
ず
例
え
ば
日
光
天
海
蔵

本
は
収
蔵
庫
を
新
築
中
で
目
下
資
料
の
整
理
中
の
為
開
覧
に
及
ん
で
い
な

い
。
又
龍
門
文
庫
蔵
本
も
都
合
に
よ
り
未
披
見
で
あ
る
。

　
注
　
こ
の
調
査
に
つ
い
て
は
筆
者
自
ら
調
査
に
当
っ
た
こ
と
は
勿
論
で

　
あ
る
が
、
右
の
機
関
の
う
ち
近
畿
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
、
京
都
外
国

　
語
大
学
附
属
図
書
蔵
本
に
つ
い
て
は
近
畿
大
学
附
属
図
書
館
運
用
課
長

　
の
森
上
重
氏
に
、
英
国
図
書
館
蔵
本
に
つ
い
て
は
関
西
大
学
図
書
館
収

　
集
整
理
課
課
長
補
佐
の
仲
井
徳
氏
に
あ
ら
か
じ
め
筆
者
が
作
成
し
た
調

　
査
表
に
基
づ
い
て
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
な
お
こ
の
件
に
つ
い
て
は
詳

　
し
く
後
述
す
る
。

　
右
の
調
査
方
法
に
基
づ
い
て
調
査
し
た
結
果
が
末
尾
の
別
表
の
通
ウ
で

あ
る
。
．

　
一
覧
表
の
説
明
を
加
え
る
ど
、
横
軸
に
使
用
文
字
の
母
形
（
国
会
本
の

字
形
〉
と
、
・
文
字
の
使
用
三
三
（
冊
・
三
一
・
行
・
目
）
を
示
し
、
縦
軸
，

に
各
所
蔵
機
関
を
三
蹟
本
・
無
践
本
に
別
け
て
掲
げ
、
国
会
本
の
字
形
と

同
一
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
は
○
印
を
占
異
な
る
字
形
を
用
い
て
い
る
も

．
の
に
は
×
印
を
も
っ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
以
下
の
結
論
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
軌

e
、
有
蹟
本

　
A
　
国
会
本
に
対
校
し
て
寝
酒
文
字
の
使
用
が
同
一
又
は
比
較
的
近
い

　
　
字
形
の
も
の
。

　
　
　
内
閣
文
庫
（
甲
）
本

　
B
　
右
の
弓
形
文
字
を
部
分
的
に
差
し
．
か
え
た
も
の
。
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又
置
旧
殺
入
三
三
三
三
若
必
用
人
祷
寧
志
田
自

　
雷
之
、
送
▼
孫
…
病
身
心
首
噺
八
髪
咽
喉
樹
馬
減
三
塁

　
　
ロ
　
　
　
　
ロ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
御
身
よ
披
薯
向
点
輩
就
一
撮
祁
的
・
犠
牲
一
襖
様
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
へ

　
樹
禧
於
桑
林
之
野
二
六
杵
事
自
責
芸
道
憂
不
霊
．

ゆ
　
　

　
「
魔
必
有
ぶ
詔
険
天
降
災
隈
選
徹
森
我
黒
鼠
是
購

…
政
冬
之
・
留
不
為
．
中
櫛
戴
或
使
民
無
道
乾
葉
職
業

ぎ
乏
四
三
　
　
　
　
白
霧
月

一
翻
梗
回
向
茅
首
需
知
察
和
的
犠
牲
薄
給
ガ

i
鄭
欝
欝
森
之
畢
愚
堀
留
零
墨
矧
郵
食
，

窒
必
胤
濾
冶
餐
聯
懸
想
雲
譲
嚢

」
蓼
～
翻
還
魂
餐
無
識
箕
職
業

『
一
纏
継
目
鑛
嵩
叢
三
一
婁

万
三
星
事
的
弓
蓉
潟
三
三
害
蜜
歎
有
口
於
此
期

　
　
　
コ
ミ

量
三
条
濤
ま
魁
銀
葉

内閣文庫蔵（有駿本）　第1冊第18丁裏

（5行下1字目「我」に注目）

東洋文庫蔵（事蹟本）、第1冊第18丁裏

　
　
　
東
洋
文
庫
（
、
甲
）
本
（
図
版
参
照
）
、
近
畿
大
学
附
属
図
書
館

　
　
　
（
甲
）
本
（
第
一
・
五
冊
欠
）
。

　
　
　
’
但
し
、
東
洋
文
庫
本
と
近
畿
大
学
本
と
で
は
さ
し
か
え
の
箇
処

　
　
．
が
異
な
り
、
刷
り
の
都
度
に
変
形
文
字
に
気
づ
き
さ
し
か
え
た
も

　
　
　
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば

　
　
ノ
第
二
冊
五
八
丁
裏
九
行
四
字
目
「
我
」
東
洋
文
庫
本
さ
し
か
え
。
噛

　
　
　
同
六
二
丁
表
西
行
四
字
且
「
王
」
近
畿
大
円
本
さ
し
か
え
。

　
　
　
同
七
三
丁
表
五
行
下
九
字
目
「
得
」
近
畿
大
学
本
さ
し
か
え
コ

　
　
　
同
七
六
丁
裏
三
行
下
三
字
唱
・
「
訪
」
東
洋
文
庫
本
・
近
畿
大
学
本
F

　
　
　
共
に
さ
し
か
え
。

　
　
」
同
七
七
丁
裏
五
行
九
字
目
「
乎
」
近
畿
大
学
本
さ
し
か
え
。

　
　
　
同
九
一
丁
三
七
行
年
一
字
目
「
我
」
東
洋
文
庫
本
さ
し
か
え
。

　
　
　
同
九
六
丁
裏
六
行
下
八
字
目
「
輕
」
東
洋
「
文
庫
本
さ
し
か
え
。

⇔
、
三
蹟
本

、
A
、
国
会
本
に
母
形
文
字
が
全
く
同
一
の
も
の
。
　
．
．
」
　
　
・

　
　
　
国
会
図
書
館
本
。
’

　
B
、
部
分
的
に
文
字
の
さ
し
か
え
の
あ
る
も
の
。

　
　
内
閣
文
庫
（
乙
）
本
、
市
立
米
沢
図
書
館
本
、
成
霊
堂
文
庫
本
、
，

　
　
東
北
大
学
附
属
図
書
館
本
、
天
理
図
書
配
本
。
，

　
　
　
か
な
り
国
会
本
に
近
い
伝
本
で
あ
る
が
、
第
六
冊
後
編
六
六
丁
裏

　
　
　
一
行
九
字
目
「
西
」
ほ
か
二
三
の
文
字
の
さ
し
か
え
が
認
め
ら
れ

　
　
　
る
。

、
C
、
A
本
と
同
版
と
認
め
ら
れ
る
が
、
全
体
に
か
な
り
文
字
の
さ
し
か

　
え
が
あ
る
。

』
「δ｝



！

　
　
大
垣
市
立
図
書
館
本
、
京
郷
外
国
語
大
学
附
属
図
書
館
本
、
近
畿

　
　
大
学
附
属
図
書
館
（
乙
）
本
。

　
　
但
し
、
三
本
共
さ
し
か
え
の
箇
処
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
。

D
、
部
分
的
な
文
字
の
さ
し
か
え
及
び
部
分
的
に
一
葉
全
部
異
版
の
挿

　
入
の
あ
る
も
の
。

　
　
東
京
大
学
附
属
図
書
館
本
、
東
洋
文
庫
（
乙
）
本
、
大
東
急
記
念
文

　
　
庫
本
、
陽
明
文
庫
本
。

　
　
即
ち
、
第
一
冊
二
二
丁
、
’
二
九
丁
、
三
一
丁
困
三
八
丁
、
第
二
冊

　
五
八
丁
、
八
五
丁
の
六
葉
は
他
の
三
葉
と
特
に
紙
質
が
異
り
（
伝
本

　
に
よ
り
多
少
の
相
違
が
あ
る
）
、
厚
手
の
料
紙
で
印
刷
面
も
精
美
さ
を

　
欠
き
、
み
き
ら
か
に
異
版
の
挿
入
で
あ
る
。
し
か
し
必
ず
し
も
後
述

　
の
異
植
字
版
と
同
，
一
二
で
は
な
い
。
例
え
ば
第
］
冊
三
八
丁
裏
六
行

　
上
四
字
目
は
「
焉
」
が
「
馬
」
と
植
字
さ
れ
、
同
六
行
下
三
字
は
、

　
異
植
字
版
で
は
「
駅
三
一
」
と
あ
る
が
、
こ
の
系
統
本
で
は
「
四
駅

」
二
し
と
植
字
さ
れ
て
本
文
に
異
同
が
あ
る
。
こ
れ
は
英
国
図
書
館
本

　
と
同
一
系
の
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
（
後
地
の
異
植
字
版
「

　
の
校
異
表
参
照
）
。
こ
れ
ら
の
挿
入
葉
は
丁
付
に
異
常
な
肉
太
の
活
字

　
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
他
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　
な
お
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
は
右
の
各
葉
の
ほ
か
、
，
後
編
二
八
丁
、

　
同
一
，
一
九
丁
も
あ
る
い
は
異
版
か
と
思
わ
れ
る
。

E
、
異
植
字
版

　
　
蓬
左
文
庫
本
、
大
阪
府
立
図
書
館
本
、
・
宮
内
庁
書
陵
部
本
、
筆
管

　
　
閣
文
庫
本
、
福
井
市
立
図
書
館
本
、
近
畿
大
学
附
属
図
書
館
（
丙
ソ

　
　
本
（
第
六
冊
欠
）
、
．
英
国
図
書
館
本
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
（
後

、

　
土
竈
五
冊
め
み
の
端
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
、

　
こ
の
入
本
に
つ
い
て
は
完
全
な
組
替
え
本
で
、
い
わ
ゆ
る
全
く
の

異
植
字
版
で
あ
る
。
仮
に
国
会
本
と
対
校
し
て
同
〕
字
形
の
文
字
が

使
用
さ
れ
て
い
る
に
し
て
も
、
殆
ん
ど
各
葉
す
べ
て
異
植
字
で
お
る
。

特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
異
植
字
版
の
中
に
部
分
的
に
早
印
本
の

料
紙
が
挿
入
き
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
ま
た
各
所
蔵
本
に

よ
っ
て
そ
の
挿
入
箇
所
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

書
陵
部
本
で
は
前
編
第
三
冊
一
二
二
丁
、
第
四
冊
一
九
九
丁
、
二
「

二
丁
の
三
葉
。

尊
組
閣
本
で
は
後
編
第
五
冊
三
三
丁
、
四
二
丁
、
第
六
冊
八
三
丁
、

八
六
丁
の
四
葉
。

近
畿
大
学
（
丙
）
本
で
は
前
編
第
三
冊
一
一
一
丁
、
第
四
冊
一
九
三
丁
、

一
九
九
丁
の
三
葉
。

　
更
に
、
異
植
字
版
を
証
明
す
る
た
め
に
本
文
の
校
訂
を
試
み
る
と
、
以

下
の
異
阿
が
認
め
ら
れ
る
。
仮
に
国
会
本
（
無
耳
鼻
）
と
蓬
左
文
庫
本
と
を

、
対
校
し
て
表
示
し
た
の
が
次
表
で
あ
る
。

　
な
お
、
畑
中
「
明
」
と
あ
る
の
は
、
明
版
魚
雷
二
部
騰
躰
双
㎜
行
掛
糊
畑
忙

秒馳

?
?
ﾕ
）
の
異
同
を
表
示
し
た
も
■
の
で
あ
る
（
但
し
第
一
冊
の
み
）
。
ま
た

向
じ
異
植
字
版
で
も
同
一
版
で
は
な
い
所
も
あ
り
、
文
字
の
さ
し
か
え
修

訂
が
重
ね
て
行
わ
れ
て
い
る
模
様
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
も
所
蔵
本
を
挙

げ
て
表
示
し
た
。

国
会
図
珍
本
（
無
漏
早
印
本
）
と
蓬
左
文
庫
本
（
撫
鰍
字
版
）
と
の

校
合

　　　一　ニー



、
ノ

第
一
冊
・
丁
・
行

国
　
会
　
本

潮
回
文
庫
本

三
三
丁
表
後
三
行

揚
　
　
　
　
「
明
」

楊

”
四
丁
表
後
三
行
”
”
裏
四
行
”
”
増
田
三
行
叙
五
丁
表
五
行

治
同
道
岡
．
「
明
」
干
治
　
　
　
「
明
」
義
者
　
　
「
明
」
事
事
講
求
「
明
」

「
治
聞
道
同
治
干
書
陵
部
本
「
、
「
干
治
」
毒
薗
馨
館
本
「
工
事
三
三
巖
騨
本
琴
鷹
求
」
．

〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
〃
ザ
五
丁
裏
一
行
、
前
本
文
＝
〒
表
二
行

丙
「
講
」
字
左
楓
転
書
陵
部
本
さ
し
か
え
「
古
」
字
転
倒

”
七
丁
心
後
三
行

呼
、

，
叫
　
　
　
　
　
　
　
「
明
」

”
七
丁
三
三
二
行
”
・
芋
裏
後
一
行
〃
．
三
丁
表
五
行
”
一
四
丁
裏
一
行
”
三
一
τ
表
後
一
行

　
●
父
母
　
　
　
　
　
　
，
「
明
」
賢
聖
●
三
見
特
呼
裡
　
　
　
　
　
　
　
「
明
」

前
本
文
二
四
丁
裏
五
有
”
二
天
丁
表
三
行
．
”
予
予
表
四
行

・
傅
説
　
　
　
「
明
」
師
　
　
　
　
「
明
」
・
早
朝
．
　
「
明
」

●
一
説
r
帥
早
朝

”
三
一
〒
表
五
行

．
候
・
　
　
「
「
明
」

侯

〃
　
　
”
　
」
八
行
”
三
四
丁
表
一
行

内
初
　
　
　
　
「
明
」

〃
，
　
〃
　
　
七
行

初

初
、
　
　
　
　
　
　
「
明
」

”
」
三
四
丁
裏
四
行
”
三
八
丁
裏
六
行

侯
　
　
　
　
「
明
」
駕
三
一
．
　
「
明
」

候
　
　
　
英
国
図
書
館
本
駅
駕
一
　
　
　
　
　
　
　
「
駕
駅
．
一
」

、

、
以
上
の
調
査
結
果
、
秀
旧
版
『
帝
鑑
図
説
』
の
伝
本
は
以
下
の
グ
ル
ー
プ

に
分
類
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

無，．

’蹟

本

ti7十Mi・
E D　CB！

二
本
凸
囲

　
　
　
　
　
　
A

　
　
　
　
　
　
B

　
　
　
　
　
　
C

．
弊
熱
殺
準
準
磐
額
回
書
野

文
字
の
さ
し
か
え
の
な
い
比
較
的
う
ぶ
な
形
の
伝
本
。

極
め
て
稀
れ
に
文
字
の
さ
し
か
え
が
行
わ
れ
た
伝
本
。
．

’
全
体
に
か
な
り
多
く
・
の
文
字
の
さ
七
か
え
が
行
わ
れ
た

　
　
伝
本
。

部
分
的
に
文
字
の
さ
し
か
え
が
行
わ
れ
た
上
、
部
分
的

「
に
一
葉
全
部
吟
異
版
の
挿
入
が
あ
る
伝
本
。
（
か

鋸
灘
一
難
）

七
、
挿
絵
の
異
版
に
つ
い
て

先
行
早
印
本
昌
の
挿
入
が
あ
る
伝

本
。先

行
早
印
本
の
挿
入
な
き
伝
本
。

　
本
書
の
挿
絵
は
、
既
述
の
通
り
、
わ
が
国
古
活
字
版
挿
絵
本
と
し
て
そ

の
先
駆
を
な
す
も
の
で
∵
出
版
文
化
史
上
そ
の
意
義
も
甚
だ
大
き
い
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
挿
絵
に
も
前
記
長
沢
博
士
の
解
説
に
．
、

　
き
し
絵
エ
異
版
（
和
訳
本
と
伺
版
Y
が
あ
ゆ
、
二
種
に
再
考
を
要
す
、
一

と
あ
る
如
く
、
異
版
の
あ
る
こ
ど
は
否
め
な
い
。
筆
者
の
管
見
に
入
っ
た
、

諸
本
の
う
ち
和
訳
本
と
旧
版
と
思
わ
れ
る
の
は
蓬
左
文
庫
本
の
一
部
に
和

訳
本
の
補
入
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

「』
一．

一



旧
聞
之
・
二
物
案
、
三
旨
、
王
端
野
下
肩
骨
面
而
立
肺
．
壷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

馨
叢
欝
舗
懸
灘
麟
謬
錯

回
忌
勝
義
君
凶
藏
之
細
右
眼
劉
電
中
綿
子
孫
常
者
↓

欄
寒
糺
高
冷
召
飾
尚
父
而
脚
領
有
威
之
約
脂
k

謬
脚
立
爲
　
藤
薯
墜
轄
津
蟹
心
素
蜂

麗
軌
縄
舗
幡
鎌
殖
半
球
蒙
壌
．
，

臨
酸
礒
岨
憐
嘔
傷
喋
罐
魍

満
史
紀
武
日
石
師
尚
弐
雨
湿
旨
国
有
藏
之
約
者
之

「

．
剥
内
患
一
環
爲
子
孫
常
者
乎
師
尚
父
日
在
四
書
王
　
　
　
　
5
　
脚
　
　
　
　
軍

旧
聞
之
則
四
夷
三
一
三
三
見
下
堂
南
面
而
立
三
三

三
白
先
王
隔
之
道
不
北
面
回
送
東
面
立
師
尚
父
西
面
　
　
　
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
1
1
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
レ
．
一
蓮
書
回
盲
旨
敬
勝
怠
者
昌
怠
勝
敬
者
亡
義
勝
欲
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
し
　
　
i

一
從
三
三
義
者
的
弓
旧
約
者
之
剥
可
旧
臣
手
勢
常
者
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
一
一
三
三
之
謂
也
旧
聞
三
三
書
干
席
ル
鑑
盟
三
権
校
帯

東洋文庫蔵（無訳本）　第1冊28丁表国会図書館蔵（無謡本）　第1冊28丁表

、

爾
長
紀
武
生
鴛
椰
雪
目
ぐ
而
問
呵
細
却
義
，
々
織
，
煮
之

1

［｝

O
晃
王
冥
道
到
－
謝
東
面
飛
跡
尚
翻
漸
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
唱

亀－
藻
V
白
飴
殿
勝
怠
者
局
怠
勝
畿
堵
素
義
勝
欲
者
旧
弊
警
簸
・
～
碧
之
皆
紅
ぼ
押
鮎
概
言
之
弓
師
盆
聞
之
而
重
†
席
ル
比
翼
盤
権
臣
　
覆
品
等
、
一
鷺
受
下
塵
爲
銘
番
、
　
　
　
　
　
く
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
－
　
－
．
一
1
　
－
1
－
1
「
　
　
．
「
・
翻
一
撤
接
よ
記
武
日
誌
即
位
之
圃
訴
訟
…
匠
μ
．
獅
尚
婆
ア
澗

二
、
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥
」
“
㌧
～
町
角
　
　
　
　
、
　
　
岬
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和
訳
本
と
古
活
字
本
と
の
相
違
は
、
題
字
の
部
分
が
和
訳
本
で
は
草
体

で
回
訓
に
な
っ
て
お
り
、
古
活
字
本
で
は
楷
書
で
引
付
訓
で
あ
る
。
相
違

点
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
以
下
に
蓬
左
文
庫
本
の
和
訳
本
挿
図
混
入
箇
処
を

示
す
。

　
第
一
冊

　
前
一
丁
　
　
・
任
賢
上
下

　
前
十
三
丁
　
　
戒
酒
防
微

　
前
三
十
三
丁
　
入
関
門
法

　
第
三
冊

　
前
＝
二
八
丁
　
兄
弟
友
愛

　
前
一
四
三
丁
　
聴
諌
鵠
鳥

　
前
一
四
六
丁
　
喀
餅
惜
福

［
一三

｝



第
四
冊

．
前
一
八
八
丁

第
五
冊
．

　
后
一
丁

改
容
聴
講

遊
敗
失
位

　
挿
図
に
つ
い
て
の
異
版
を
、
仮
に
東
洋
文
庫
所
蔵
の
有
蹟
本
・
無
蹟
本

双
方
を
比
較
し
て
表
示
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
注
甲
一
三
蹟
本
四

1
1
三
蹟
本
「
丙
1
1
異
植
字
版
）

有
　
蹟
．
本

。
前
四
三
丁
「
三
三
三
三
」
挿
図
丁

付
な
し

国
会
本
、
内
閣
（
甲
）
本
、
成
書
堂

本
、
近
大
（
乙
）
本
、
大
垣
市
立
本

○
前
五
一
丁
「
三
三
三
三
」
挿
図
表

　
上
部
に
「
漢
文
帝
」
．
の
文
字
な
し

　
（
明
版
に
は
あ
り
）

　
国
会
本
、
内
閣
（
甲
）
本
、
内
閣

　
（
乙
）
本
、
成
贅
堂
本
、
近
大
（
甲
）
，

本
、
大
垣
市
立
本

○
前
五
四
丁
「
遣
幌
糠
相
」
挿
図
表

無
　
蹟
　
本

○
同
上
党
略
付
表
下
に
「
前
四
十
三
」

　
と
あ
り
，

　
内
閣
（
乙
）
本
、
天
理
本
、
東
大
本
、

　
東
北
大
本
、
追
悼
文
庫
本
、
書
陵

，
部
本
、
近
大
（
丙
）
本
、
大
阪
府
立

本
、
．
久
原
本
、
尊
経
避
溢

○
同
上
図
表
上
部
に
「
漢
文
帝
」
の

文
字
入
る

東
北
大
本
、
東
大
本
、
近
大
（
乙
）

本
、
書
陵
部
本
、
近
大
（
丙
）
本
、

久
原
本
、
尊
経
回
本

。
同
上
図
表
右
下
枠
に
「
三
等
嘉
」

・
右
下
に
□
枠
の
み
示
す

　
（
旧
版
「
申
屠
加
」
と
入
る
）

　
国
会
本
、
’
大
垣
市
立
本
、
内
閣

　
（
甲
）
本
、
内
閣
（
乙
）
本
、
成
三
三

　
本
，

○
前
六
一
丁
「
空
輪
八
三
」
の
挿
悩
．

　
柱
「
前
六
十
四
」
と
「
四
」
の
誤

　
植

　
国
会
本
、
大
垣
市
立
本
、
内
閣

層
（
甲
）
本
、
内
閣
（
乙
）
本
、
成
葺
堂

　
本
、
近
大
（
甲
）
本
、
近
大
（
乙
）
本

○
前
九
三
丁
「
弘
文
開
館
」
挿
図
表

，
右
上
に
「
唐
太
宗
」
の
文
字
な
し

　
（
明
版
に
「
唐
太
宗
」
の
文
字
入

　
る
）

　
国
会
本
、
内
閣
（
甲
）
本
、
内
閣

　
（
乙
）
本
、
大
垣
市
立
本
、
成
贅
堂

　
本
、
．
近
大
（
甲
）
本

○
前
一
〇
二
丁
・
「
野
戦
宮
廷
」
挿
図

　
丁
付
「
前
一
時
二
」
を
［
H
H
］

「
枠
で
囲
む

国
会
本
、
内
閣
（
甲
）
本
、
内
閣

（
乙
）
本
、
大
垣
市
立
本
、
成
長
堂

の
文
字
入
る

近
大
（
甲
）
本
一
近
大
（
乙
）
本
、
近

大
（
丙
）
本
、
東
大
本
、
東
北
大
本
、

書
陵
部
本
、
久
原
本
、
写
経
閣
本

○
同
上
図
丁
付
「
前
六
十
一
」
「
と
訂

　
正
　
　
、

　
（
一
の
下
部
に
け
ず
り
残
し
あ
り
）

　
東
北
大
四
声
東
大
本
、
近
大
（
丙
）

．
本
、
書
陵
部
本
、
久
原
本
、
尊
三

者
本
．

○
同
上
三
三
緑
の
加
筆
「
唐
太
宗
」

　
の
文
字
あ
り

東
北
大
本
、
東
大
本
、
近
大
（
乙
）

本
、
，
近
大
（
丙
）
本
、
書
陵
部
本
、

久
原
本
、
尊
経
回
本

○
同
上
図
丁
付
「
前
一
百
二
」
枠
な
，

し東
北
大
本
、
東
大
本
、
近
大
（
乙
）

、
本
、
近
大
（
丙
）
本
、
書
陵
部
本
、

久
原
本
、
尊
経
本
本
・

四
a／



、

　
本
、
近
大
（
甲
）
本

○
前
一
〇
八
丁
「
敏
賢
懐
鵠
」
挿
図

　
丁
付
「
前
一
百
八
」
を
□

・
枠
で
囲
む

　
倒
拓
本
、
内
閣
（
甲
）
本
（
大
垣
市

　
立
本
、
成
贅
堂
本
、
近
大
（
甲
）
本
、

　
近
大
（
乙
）
本

○
前
＝
○
丁
「
覧
圖
禁
書
」
挿
図

　
丁
付
「
前
一
一
十
六
」
と
誤
刻

　
国
会
本
、
内
閣
（
甲
）
本
、
成
葺
堂

　
本
、
近
大
（
甲
）
本
一
近
大
（
乙
）
本
、

　
大
垣
市
立
本

○
前
一
一
四
丁
「
三
三
婦
獄
」
「
挿
図

　
丁
付
「
前
一
助
十
四
」
を
［
口
〕

－
枠
で
囲
む

　
国
会
本
、
内
閣
（
甲
）
本
、
内
閣

　
（
乙
）
本
、
、
大
垣
市
立
本
、
近
大

　
（
甲
）
本
、
近
大
（
乙
）
本
、
成
三
三

．
本

〇
一
三
二
丁
「
焚
錦
錆
金
」
．
挿
図
丁

付
「
前
憎
百
計
二
」
と
あ
り
・

国
会
本
、
内
閣
（
甲
）
本
、
．
大
垣
市

立
本
、
近
大
（
甲
）
本
、
近
大
（
乙
）

○
同
上
阿
丁
付
「
前
一
百
入
」
枠
な

．
し

内
閣
く
乙
）
本
、
東
北
大
本
、
東
大

本
、
近
大
（
丙
）
本
、
書
陵
部
本
、

久
原
本
、
尊
経
閣
本

，
○
同
上
図
丁
付
邑
「
前
一
．
首
十
」
と
修

　
訂

　
内
閣
（
乙
）
本
、
，
東
北
大
本
、
東
大
、

」
本
、
近
大
（
丙
）
本
、
書
陵
部
本
、

　
久
原
本
、
尊
経
由
本
噛

○
同
上
図
丁
付
「
三
一
三
十
四
」
枠

　
な
し

　
東
北
大
本
、
東
大
本
、
近
大
（
丙
）

　
本
、
書
陵
部
本
、
久
原
本
、
尊
経

　
閣
本

○
同
上
図
丁
付
「
前
一
百
珊
＝
」
ど

「
二
」
字
転
倒

内
閣
（
乙
）
本
、
東
北
大
本
、
東
大

本
、
近
大
（
丙
）
本
、
書
陵
部
本
、

　
本
、
成
贅
堂
本

○
前
一
六
三
丁
「
論
字
引
諌
」
挿
図

　
裏
右
上
人
物
の
上
に
「
柳
公
権
」

　
の
文
字
な
し
（
明
版
に
ば
あ
り
）

　
国
会
本
、
内
閣
（
甲
）
本
、
内
閣

　
（
乙
）
本
、
大
垣
市
立
本
、
成
鐘
堂

　
幽
本
、
近
大
（
甲
）
本

○
前
一
六
八
丁
、
「
焚
香
讃
跣
」
挿
図

攣
【
三
囲
と
あ
り
「
焚
」

　
層
の
文
字
彫
り
残
し

　
国
会
本
、
，
大
垣
市
立
本
、
内
閣

　
（
甲
）
本
、
近
大
（
甲
）
本
、
成
竃
馬

　
本。

前
二
〇
六
丁
「
軽
四
流
民
」
挿
図

　
丁
付
に
「
前
」
の
文
字
な
し
（
明

　
版
に
「
前
」
の
文
字
あ
り
）

　
国
会
本
、
内
閣
（
甲
）
本
、
内
閣

　
（
乙
）
本
、
大
垣
市
立
本
、
成
簑
堂

　
本
、
近
大
（
甲
）
本
「

○
二
二
〇
九
丁
「
燭
送
詞
臣
」
挿
図

表
中
央
に
回
凹
と
あ
り

　
（
明
版
に
「
藻
戟
」
と
あ
り
）

国
会
本
、
内
閣
（
甲
）
本
、
内
閣

　
久
原
本
、
三
三
閣
本
．

○
同
上
図
裏
右
上
人
物
の
上
に

．
．
「
柳
公
権
」
の
文
字
あ
す

　
東
北
大
本
、
東
大
本
、
近
大
（
乙
）

本
、
近
大
（
丙
）
本
、
書
陵
部
本
、

久
原
本
、
浜
弓
国
本

つ
同
上
図
題
字
謎
園
圖
と
彫

　
刻内

閣
（
乙
）
本
、
東
北
大
本
、
東
大
．

本
、
近
大
（
乙
）
本
、
近
大
（
丙
）
本
、

，
書
陵
部
本
、
久
原
本
、
尊
経
零
本

・
○
同
上
図
丁
付
「
前
」
の
文
字
あ
り
，

　
東
北
大
本
、
東
大
本
、
近
大
（
乙
）

　
本
、
．
近
大
（
丙
）
本
、
書
陵
部
本
、

　
久
原
本
、
尊
経
摺
本

・
同
上
図
表
中
央
に
垂
井
と
あ

　
り東

北
大
本
、
東
大
本
、
近
大
（
乙
）

本
、
近
大
（
丙
〉
本
、
書
陵
部
本
、

「三
．
「



　
（
乙
）
本
、
大
垣
市
立
本
、
近
大

　
（
甲
）
本
、
成
贅
堂
本

○
後
一
丁
「
三
四
三
位
」
挿
図
表
中

　
央
に
文
字
な
し
（
明
版
に
「
土
葬
」

　
と
あ
り
）

国
会
本
、
内
閣
（
甲
）
本
、
内
閣

　
（
乙
）
本
、
大
垣
市
立
本
、
東
北
大

「
本
、
東
大
本
、
近
大
（
乙
）
本
、
近

．
大
（
丙
）
本
、
成
贅
堂
本
、
書
陵
部

　
本
、
京
都
府
立
総
合
本
、
久
原
本
、

手
早
北
本

○
後
五
丁
「
革
嚢
射
天
」
挿
図
裏
革

「下

ﾉ
「
箇
を
」
と
あ
り

国
会
本
、
r
内
閣
（
甲
）
本
、
内
閣
．
，

　
（
乙
）
本
、
大
垣
市
立
本
、
東
北
大

本
、
東
大
本
、
成
贅
堂
本
、
書
陵

部
本
、
京
都
府
立
総
合
本
、
近
大

　
（
乙
．
）
本
、
近
大
（
丙
）
本
、
久
原
本
、

尊
親
閣
奉

σ
後
二
七
丁
「
五
侯
檀
椹
」
挿
図
裏

　
漢
武
門
士
の
五
雲
に
文
字
な
し

　
（
明
版
に
「
王
逢
時
・
王
，
根
・
王

　
立
・
王
冠
・
考
課
」
の
文
字
あ
り
）

久
原
本
、
・
尊
経
閣
本

○
同
上
図
表
中
央
に
三
三
を
塗
り

　
「
国
葬
」
の
文
字
を
加
筆

○
同
上
図
裏
右
下
羊
雲
を
塗
り

同
量
と
訂
正

＼

○
同
上
函
裏
漢
武
粋
士
の
五
枠
に

　
「
王
謬
・
堅
粥
・
王
立
・
王
根
・

・
王
逢
時
」
の
文
字
あ
り

　
近
大
（
乙
）
本
、
近
大
（
丙
）
本
、
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
国
会
本
隔
内
閣
（
甲
）
本
、
内
閣

　
（
乙
）
本
、
大
垣
市
立
本
、
成
三
三

・
本○

後
六
二
丁
．
「
玉
樹
新
聲
」
挿
図
柱

　
下
部
丁
付
「
六
十
二
」
と
あ
り

　
国
会
本
、
大
垣
市
立
本
、
内
閣

　
（
甲
）
本
、
近
大
（
甲
）
本
、
近
大

　
（
乙
）
本
、
成
贅
堂
本
「
　
　
、

○
后
七
九
丁
．
「
三
三
修
費
」
挿
図
丁

　
付
「
后
七
十
五
」
と
誤
植

国
会
本
、
内
閣
（
甲
）
本
、
大
垣
市

　
立
本
、
成
贅
堂
本
、
近
大
（
乙
）
本
、

　
近
大
（
甲
）
本
ぱ
墨
書
訂
正

北
大
本
、
東
大
本
、
書
陵
部
本
、

久
原
本
、
瓦
経
書
本

○
同
上
図
丁
付
「
後
六
十
二
」
と
修

　
訂

　
内
閣
（
乙
）
本
、
．
東
北
大
本
、
東
大

　
本
、
書
陵
部
本
、
久
原
本
、
尊
経

　
零
本
、

○
伺
上
図
丁
付
「
后
七
十
九
」
・
と
修

　
訂内

閣
（
乙
）
本
、
東
北
大
本
、
東
大

　
本
一
書
陵
部
本
、
久
原
本
、
母
野

．
閣
本

八
、
伝
本
四
旧
版
『
三
三
図
説
』
の
造
本
過
程

　
こ
こ
で
、
如
上
の
植
字
一
覧
を
も
と
に
、
こ
の
秀
印
版
．
『
帝
鑑
図
説
』

の
造
本
過
程
を
類
推
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
本
書
に
つ
い
て
の
今
日
ま
で
の
三
蹟
本
・
無
蹟
本
の
二
種
の
分
類
は
、

形
式
上
に
お
い
て
大
別
す
れ
ば
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
強
将
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ぶ

の
中
で
も
、
文
字
の
さ
し
か
え
の
な
い
或
は
少
な
い
生
な
形
の
も
の
と
、

さ
し
か
え
の
明
ら
か
な
修
訂
本
と
あ
り
、
又
無
豆
本
の
中
で
は
、
例
え
ば
、

国
会
本
の
よ
う
に
文
字
の
さ
し
か
え
の
な
い
生
な
形
の
も
の
と
、
か
な
り

さ
し
か
え
が
行
わ
れ
た
も
の
、
又
さ
し
か
え
の
上
一
葉
全
部
の
異
版
が
挿

「
宍
．一



＼

　
入
さ
れ
て
造
本
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
本
書
の

造
本
過
程
は
、
想
像
以
上
に
、
複
雑
で
細
か
い
工
程
を
経
て
い
る
の
で
は

　
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
本
書
の
伝
本
中
、
最
も
生
な
形
の
も
の
は
、
有
蹟
本
で
は
内
閣
文
庫
本
、

三
蹟
本
で
は
国
会
本
で
あ
ろ
う
と
管
見
に
入
っ
た
伝
本
中
で
は
推
察
さ
れ

る
。
従
っ
て
、
有
陰
野
を
先
行
本
と
し
、
無
諸
本
を
後
刷
本
と
い
う
断
定

も
必
ず
し
も
当
を
得
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　
　
そ
う
み
て
く
る
と
、
，
承
免
の
蹟
文
は
何
時
の
時
点
で
付
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
考
え
る
に
有
蹟
本
の
東
洋
文
庫
本
・
近
畿
大
学
附
属
図
書
館

本
よ
り
も
、
無
爵
本
の
国
会
図
書
館
本
の
方
が
先
行
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
会
本
に
は
文
字
の
さ
し
か
・
え
が
み
ら
れ
な
い
か

ら
で
あ
る
。
も
し
無
蹟
本
の
国
会
本
に
、
も
と
も
と
御
文
が
付
さ
れ
て
み
「

　
つ
た
の
を
、
諸
説
の
通
り
「
徳
川
家
を
な
ば
か
っ
て
後
に
取
り
去
ら
れ
た

も
の
」
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
．
国
会
本
の
慶
長
十
八
年
寒
松
の
奥
書
は
、

す
で
に
取
り
去
ら
れ
た
後
の
加
筆
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
国
会
本
に
限
定
し

て
い
う
な
ら
ば
、
慶
長
十
八
年
に
は
蹟
文
は
取
り
去
ら
れ
て
い
た
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
，
、
今
日
、
無
蹟
本
の
多
く
を
植
字
の
上
か
ら
調
査
を
行
っ
て
み

た
と
こ
ろ
で
は
四
望
本
に
よ
っ
て
か
な
り
の
文
字
の
さ
し
か
え
が
あ
り
、

・
ま
た
職
掌
に
よ
っ
て
は
、
文
字
の
さ
し
か
え
の
上
一
葉
全
部
の
．
異
版
が
挿

入
さ
れ
、
又
全
く
異
植
字
版
ま
で
存
在
し
て
い
る
実
態
を
み
る
と
、
悔
文

は
、
最
初
に
付
さ
れ
た
も
の
で
、
後
に
徳
川
家
を
は
ば
か
っ
て
取
り
去
ら
・

れ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
問
題
は
あ
り
そ
つ
に
思
う
。
偶
々
造
本
の
過
程
’

で
、
付
加
さ
れ
た
本
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
二
種
が
出
来
し
た
と
い
う
程

の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

東洋文庫蔵（三蹟本）　前51丁表同断（無蹟本）前51丁表
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さ
ら
に
、
秀
工
学
『
帝
鑑
図
説
』
は
、
造
本
上
か
ら
考
え
で
、
意
外
に

．
規
模
の
小
さ
い
緻
密
な
作
業
を
く
ゆ
返
七
て
製
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　
そ
れ
は
、
濃
州
を
み
る
と
文
字
の
さ
し
か
え
部
分
が
共
通
し
て
一
致
す

る
伝
本
が
あ
る
か
と
思
う
と
、
必
ず
し
脇
一
致
し
な
い
箇
処
の
文
字
の
さ

’
し
か
え
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
も
推
測
さ
れ
る
。

　
そ
れ
と
、
組
版
を
作
っ
て
、
．
三
部
か
を
刷
っ
て
解
体
し
、
活
字
を
襲
用

し
て
他
葉
の
組
版
を
作
る
そ
の
範
囲
は
、
別
表
の
異
体
活
字
使
用
の
］
覧

表
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
・
最
低
で
は
、
一
．
番
毎
の
解
体
・
襲
用
作
業

の
く
り
返
し
と
み
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
、
第
一
冊
，
「
疏
」
第
四
譜
表
第
八
行
下
三
字
目
の
「
可
」
の
文

字
は
、
す
ぐ
後
の
第
五
丁
表
第
四
三
下
一
字
目
に
再
登
場
し
て
い
る
。
こ

れ
は
ま
さ
し
く
、
一
．
三
分
を
刷
り
、
，
解
体
し
、
そ
の
活
字
を
襲
用
し
た
証

拠
で
、
・
・
実
に
小
規
模
の
細
か
い
作
業
が
く
り
返
さ
れ
た
と
い
う
印
象
を
う

け
る
。

　
ど
い
っ
て
（
本
書
全
体
が
一
葉
ず
つ
組
版
さ
れ
印
刷
さ
れ
た
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
。
幾
葉
分
か
を
ま
と
め
て
版
を
作
り
刷
ら
れ
た
部
分
も
見
受

け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
こ
う
し
た
工
程
を
経
て
出
来
た
本
書
の
講
本
は
h
以
下
の
よ
う
な
旧
聞

的
経
緯
を
経
て
製
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
、
幽

　
す
な
わ
ち
、
有
蹟
本
A
本
か
ら
B
本
へ
の
修
訂
、
無
蹟
本
の
A
本
か
ら

B
本
へ
、
B
本
か
ら
C
本
へ
の
学
修
、
そ
し
て
、
，
中
に
は
一
葉
全
部
が
異

版
の
挿
入
が
行
わ
れ
て
い
る
D
本
へ
の
展
開
、
こ
れ
は
同
種
の
刷
葉
が
部

分
的
に
不
足
し
、
そ
の
補
足
に
異
版
を
徴
用
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
場
合
の
異
版

、
葉
は
、
必
ず
し
も
後
刻
の
異
植
字
版
と
ば
一
致
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

惹
。
こ
の
実
態
を
ど
う
解
釈
し
た
ら
納
得
で
き
る
回
答
が
得
ら
れ
る
の
か
、

今
日
の
と
こ
ろ
調
査
不
足
で
明
確
を
欠
く
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
異
版
の

挿
入
が
事
実
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
無
視
で
ぎ
な
い
。
次
い
で
い
わ
ゆ

る
E
、
異
植
字
版
の
登
場
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
．
こ
の
異
植
字
版
に
も
二

種
み
る
。
す
な
わ
ち
「
先
行
早
和
本
の
挿
入
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
秀
頼
版
『
帝
鑑
図
説
』
は
、
非
常
に
複
雑

な
工
程
を
経
、
ま
た
、
時
間
的
に
は
案
外
に
あ
ま
り
長
期
に
わ
た
ら
な
い
、

範
囲
に
お
い
て
、
特
定
の
三
所
に
お
い
て
一
貫
し
て
行
わ
れ
た
と
い
う
見

方
が
成
り
立
つ
よ
・
久
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
う
ぶ

　
○
詩
心
生
な
本
の
成
立
「

　
　
　
　
　
　
↑

　
○
部
分
的
文
字
の
ざ
し
か
え

　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ス

　
○
部
分
的
文
字
の
さ
し
か
え
十
異
版
の
挿
入
（
後
刷
本
の
挿
入
）

　
　
　
　
　
　
↑

一
○
異
植
字
版
の
成
立

　
　
　
　
a
　
先
行
早
印
本
の
挿
入

　
　
　
b
　
全
く
の
異
植
字
版

と
い
う
系
列
で
考
察
す
る
ど
、
本
書
の
一
貫
し
た
流
れ
の
系
譜
が
掌
握
で

き
る
よ
う
に
思
フ
。
し
か
も
文
字
の
さ
し
か
え
が
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度

ぐ
0
1
返
し
て
行
わ
れ
て
い
る
緻
密
な
工
程
は
、
本
書
の
脚
本
を
調
査
し
て

み
て
、
．
実
に
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
構
成
を
も
っ
た
も
の
だ
と
、
調
査
す
る
．

側
に
も
錯
覚
と
混
乱
を
起
し
か
ね
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
こ
」
の
実
態
が

一
■
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そ
の
ま
ま
本
書
の
性
格
を
形
成
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

九
、
今
後
の
課
題
（
結
び
に
か
え
て
）
・

　
以
上
、
秀
旧
版
『
三
巴
図
説
』
の
異
植
字
版
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
植
字

の
面
か
ら
の
調
査
結
果
を
記
述
し
て
来
た
が
、
次
の
よ
テ
な
疑
問
（
課
題
ソ

は
何
ら
解
決
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
今
後
の
課

題
と
し
て
列
挙
し
、
本
稿
を
ひ
と
ま
ず
終
ろ
う
と
思
う
。

　
e
　
秀
頼
版
『
前
鑑
図
説
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て

　
本
書
は
、
一
体
回
れ
に
よ
っ
て
ど
こ
で
作
製
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
当
時

の
諸
職
工
の
分
布
・
生
活
・
支
配
関
係
三
明
か
に
す
べ
き
課
題
は
多
い
O

何
よ
り
、
本
書
成
立
の
発
意
は
、
説
か
れ
る
よ
う
に
、
三
七
て
秀
頼
の
好

学
の
現
わ
れ
な
の
か
、
他
か
ら
の
強
制
は
な
か
っ
た
の
か
、
関
ケ
原
の
戦

後
絶
対
的
権
力
を
掌
握
し
、
後
に
神
君
と
ま
で
あ
が
め
奉
ら
れ
た
徳
川
家

康
の
圧
力
の
中
で
、
こ
の
出
版
は
如
何
な
る
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

　
◎
　
挿
図
の
忙
種
か
ら
み
た
本
書
の
成
立
事
情
に
つ
い
て

　
挿
図
に
異
版
が
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
品
種
に
よ
っ

て
早
印
・
後
印
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ど
の
種
の
図
が
挿
入
ざ
れ

て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
各
回
本
の
造
本
上
の
成
立
時
期
を
推
定
す
る
「
こ
と

が
で
き
な
い
か
。
，
こ
の
挿
図
と
植
字
ど
の
相
関
関
係
は
ど
う
か
な
ど
を
調

査
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ノ
㊤
　
三
三
本
の
伝
来
系
統
の
探
究

　
各
回
本
は
、
当
時
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な
人
々
に
配
ら
れ
た
の
か
、
「
或

は
贈
ら
れ
た
の
か
、
そ
し
て
、
本
書
出
版
の
文
化
史
的
、
政
治
史
的
意
義

・
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

．
㊥
漢
籍
『
帝
鑑
図
説
』
の
わ
が
国
へ
の
移
入
と
影
響
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
『
帝
鑑
図
説
』
は
一
体
何
時
頃
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
わ
が
国
に
渡
来

し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
影
響
は
ど
こ
ま
で
及
ぼ
し
た
の
か
。
現
に
、
秀

頼
版
の
ほ
か
に
和
訳
本
（
二
種
）
、
官
版
ま
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
何
故
こ

め
よ
う
に
本
書
は
人
気
が
あ
っ
た
「
の
か
。
そ
の
社
会
的
意
義
を
明
か
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

．
㊥
そ
の
他

　
筆
者
に
と
っ
て
、
こ
の
秀
頼
版
『
帝
鑑
図
説
』
は
、
単
な
る
書
誌
学
（
図

書
学
）
上
の
興
味
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
学
を
は
じ
め
、
当
時
の
文
化
・
社

会
・
経
済
・
政
治
の
各
分
野
に
お
け
る
動
向
の
中
に
、
本
書
を
据
え
て
考

、
察
し
て
み
た
い
と
い
う
の
が
本
心
で
あ
る
。
多
く
の
出
版
物
の
中
に
在
っ

て
本
書
は
、
そ
れ
だ
け
の
価
値
を
内
包
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

今
回
そ
の
前
段
で
あ
る
本
書
の
造
本
上
の
正
体
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で

当
初
．
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
た
か
と
思
う
。
・
，

追
　
記

　
か
つ
て
、
長
沢
規
矩
也
先
生
は
、
『
図
解
和
漢
印
刷
史
』
に
お
い
て
、
さ

し
絵
に
異
版
が
あ
り
、
三
種
に
再
考
を
要
し
、
森
上
修
氏
（
現
近
畿
大
学

　「・
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附
属
図
書
館
運
用
課
長
）
が
調
査
中
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
ざ
れ
た
。

　
本
稿
を
草
す
る
き
っ
介
け
と
下
っ
た
部
内
研
修
（
，
昭
和
五
八
年
一
月
）

以
来
、
筆
者
は
既
述
の
方
法
で
同
書
の
異
植
字
版
の
調
査
を
曲
り
な
り
に

も
継
続
し
て
来
た
。
調
査
の
途
中
、
－
当
館
の
「
．
『
貴
重
書
解
題
』
第
十
三
巻
’

　
（
昭
和
六
〇
年
二
月
刊
）
に
お
い
て
、
ひ
と
ま
ず
、
同
書
の
異
植
字
版
の
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。

　
昭
和
六
〇
年
夏
、
内
閣
文
庫
和
漢
図
書
専
門
官
長
沢
孝
三
氏
は
、
筆
者

を
森
上
氏
に
紹
介
さ
れ
、
同
氏
か
ら
早
速
電
話
や
書
信
を
頂
戴
し
た
。
以

後
、
三
三
の
間
に
親
交
を
深
め
る
に
い
た
っ
た
。
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た

り
、
森
上
氏
の
ご
教
示
・
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
調
．
査
は
全

く
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
先
ず
特
記
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
・
近
畿
大
学
は
、
豊
山
図
説
の
密
語
・
墨
蹟
・
異
植
字
版
と
三
種
を
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
同
書
に
つ
い
て
の
性
質
は
先
刻
お
見
通
し
で
あ
っ

た
り
筆
者
は
た
だ
暗
中
模
索
の
思
い
で
調
査
を
積
み
重
ね
て
来
あ
れ
か
ら

三
年
余
に
な
る
。
そ
し
て
漸
く
、
こ
こ
ま
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

森
上
氏
の
説
の
域
ま
で
果
し
て
到
達
し
得
た
で
あ
ろ
う
か
。
氏
は
筆
者
の

所
に
信
書
を
贈
ら
れ
た
。
そ
し
て
す
べ
て
を
筆
者
に
ま
か
さ
れ
Y
三
三
な

い
ご
協
力
を
惜
し
ま
ず
仁
与
え
て
下
さ
う
た
。
同
大
学
架
蔵
の
三
種
の
す

、
べ
て
を
コ
ピ
ー
に
作
ら
れ
贈
っ
て
下
さ
っ
た
。
筆
者
に
代
っ
て
関
西
方
面

の
諸
伝
本
を
筆
者
が
作
成
し
た
異
体
字
植
字
表
に
基
づ
い
て
調
査
さ
れ
、

ま
た
英
国
図
書
館
本
に
つ
い
て
は
、
丁
度
そ
の
頃
渡
英
の
機
に
あ
っ
た
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
サ
オ

西
大
学
図
書
館
収
集
整
理
課
課
長
補
佐
の
仲
井
徳
氏
に
調
査
を
委
嘱
し

て
下
さ
っ
た
。
唯
々
感
謝
申
し
上
げ
る
他
億
な
い
。
森
上
氏
ら
の
折
角
の

期
待
に
も
拘
わ
ら
ず
、
果
し
て
ゼ
れ
程
の
成
果
を
表
現
し
得
た
で
あ
ろ
う

か
（
近
畿
大
学
中
央
図
書
館
報
『
香
散
見
草
』
　
創
刊
号
　
一
九
八
五
，
・
旧

刊
所
載
「
細
身
資
料
紹
介
」
上
に
お
い
て
、
架
蔵
の
三
種
の
紹
介
の
中
で

異
植
字
版
の
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
ら
れ
た
上
で
、
筆
者
も
同
書
に
つ
い
て
調

査
中
で
あ
る
こ
と
も
併
せ
紹
介
さ
れ
た
）
。
も
し
幾
許
か
の
成
果
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
ま
さ
に
森
上
氏
ら
の
惜
し
ま
ざ
る
ご
親
切
・
ご
協
力
の
賜
も
の

以
外
の
何
も
の
も
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
最
後
に
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
伝
本
を
所
蔵
さ
れ
て
い
る
諸

図
書
館
・
文
庫
・
機
関
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
好
意
に
対
し
深
謝
申
し
上
げ
る
。

紙
幅
の
都
合
に
よ
り
い
ち
い
ち
の
銘
記
は
さ
し
控
え
さ
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